
  瀧の堂 

瀧の堂は平泉寺区から女神川に沿い経ケ岳に至る道の傍にあり、以前は瀧が三筋に分かれて落下していたた

め三社の瀧とも称せられた。「霊王山平泉寺縁起」に、顕海の命を受けた専海が白山禅定に赴く際にこの瀧に

三日間籠って身を清めたとある。瀧の上に社があり顕海自作の聖観音が安置されていた。境内には８本の老杉

がありなかでも２本は幹回り 4,8ｍ、３、３ｍもあった。その後次々に伐採され万延元年（1860）には長兵衛

と八兵衛により神木は伐採された。 


